
前回（第6回） 【最優秀賞】 『日本一を目指して』 村上 淳さん（気仙沼市）

応募期間

●2022年10月3日～2023年１月10日
※当日必着。閉庁日（土・日・祝日）を除く。

賞
●最優秀賞―１点（賞状・賞金3万円）
●優秀賞―２点（賞状・賞金1万円）
●佳作―10点（賞状）
●賞候補―15点以内 ※美術館にて展示

審査
●審査員＝プロカメラマン１名ほか

●審査発表予定日＝2023年1月下旬
※入賞者に直接通知します。
※表彰式も同時期に行う予定です。

～お問い合わせ先～
気仙沼･本吉地域広域行政事務組合事務局 行政係
〒988-0104
宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
電話：0226-22-9111 FAX：0226-22-8008
メールアドレス：kouiki@km-fire.jp

サイズ

●Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
※応募作品は、2022年１月以降に気仙沼市・南三陸町
内で撮影された未発表作品に限ります。 (１人３点まで）

（広報誌掲載補助金事業）

◎リアス・アーク美術館の催し物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❷

◎広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❹

◎令和３年度財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❼

◎第７回気仙沼・南三陸フォトコンテストの募集・・・・・❽

Kesennuma・Motoyoshi Wide Area Administrative Association

令和４年度宮城県林野火災防ぎょ訓練

記事は❹ページに掲載

空中消火訓練

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合（気仙沼市赤岩五駄鱈 43 番地２） ＴＥＬ／0226-22-9111

発煙筒を利用し、臨場感を演出

現場指揮本部設置訓練残火処理・残火確認訓練

テーマ

“未来に残したい､私たちの今

気仙沼市･南三陸町の自然・街並み・年中

行事・生活などを対象として、未来に残

したい私たちの“今”を写した写真作品

を募集します。誰でも応募できますので

奮ってご応募ください。

””

テーマテーマ

““未来に残したい未来に残したい､､私たちの今私たちの今

気仙沼市気仙沼市･･南三陸町の自然南三陸町の自然・・街並み街並み・・年中年中

行事行事・・生活などを対象として生活などを対象として、、未来に残未来に残

したい私たちのしたい私たちの““今今””を写した写真作品を写した写真作品

を募集しますを募集します。。誰でも応募できますので誰でも応募できますので

奮ってご応募ください奮ってご応募ください。。

令和４年度

広域組合職員採用試験のご案内

受付期間／８月１日（月）～9月14日（水）

試験区分／上級試験（大卒程度）

職種・採用予定人数／行政職・若干名

受験資格／平成４年４月２日～

平成１３年４月１日生まれの方

一次試験科目／①教養試験 ②性格特性検査

※二次試験の詳細は一次試験合格者に通知します。

試験日・会場／10月１6日（日）

気仙沼・本吉広域防災センター 組合公式サイト

申込方法／組合公式サイトに掲載の申込用紙または組
合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸町

役場総務課、各消防署に備え付けの申込用
紙に記入し、下記まで郵送または持参して

ください。

問い合わせ先／事務局 行政係

☎22-9111

申 込 先／〒988-0104
気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局
※持参の場合は受付期間内（土日祝日を除く）の

午前８時30分から午後５時15分までとなります。

炊出し訓練 
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当
館
で
展
覧
会
「
佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

<
は
じ
ま
り
の
為
に
〜
絵
画
と
言
葉
の
水

平
へ
の
試
み
〜
>
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

今
か
ら
二
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
展
覧
会
で
は
、
美
術
家
=
佐
藤

健
吾
エ
リ
オ
氏
の
絵
画
と
併
せ
て
、
詩
人

=
高
橋
利
哉
氏
の
詩
、
さ
ら
に
シ
ナ
リ
オ

作
家
=
ま
な
べ
ゆ
き
こ
氏
の
小
説
を
並
列

に
展
示
し
、
絵
画
表
現
と
言
語
表
現
が
交

わ
る
場
を
創
出
し
た
実
験
的
な
展
覧
会
で

し
た
。

会
期
中
に
は
こ
の
３
名
の
作
家
を
講
師

に
、
写
真
と
言
葉
を
紡
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
私
の
風
景
と
物
語
」
を
開
催
し
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
佐
藤
氏
か
ら
は
作
品
の
寄

贈
、
当
館
の
開
館
10
周
年
記
念
展
へ
の
参

加
な
ど
、
当
館
事
業
に
幅
広
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
た
佐

藤
氏
は
、
平
成
19
(
２
０
０
７
)
年
に
、
北

海
道
河
西
郡
の
中
札
内
村
へ
移
住
し
ま
す
。

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

活
動
を
し
て
い
た
佐
藤
氏
で
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
前
年
に
あ
た
る
平
成
22

(２
０
１
０
)年
に
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
１
９
６
８
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
生
ま
れ
。
帰
国
後
、
幼
少
期
、
青

年
期
を
宮
城
県
石
巻
市
で
過
ご
し
、
東
京

芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
専
攻
を
卒
業

後
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

を
修
了
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
日
本

で
重
要
視
さ
れ
る
公
募
展
の
一
つ
、
日
動

画
廊
主
催
の
第
29
回
「
昭
和
会
展
」
で
「
昭

和
会
賞
(
最
高
賞
)
」
を
受
賞
す
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
た
作
家
で
す
。

近
年
、
佐
藤
氏
の
油
彩
画
を
中
心
と
し

た
作
品
群
が
、
一
括
で
当
館
へ
寄
託
さ
れ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
油
彩
画
を
中
心
に
作
品
約
45
点
を
展 

示
、
紹
介
し
ま
す
。
美
術
や
表
現
と
真
摯

に
向
き
合
っ
た
美
術
家
=
佐
藤
健
吾
エ
リ

オ
氏
。
そ
の
卓
越
し
た
技
術
と
繊
細
な
心

模
様
を
映
し
た
風
景
画
や
人
物
画
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。 

 

【観
覧
無
料
】

—開館時間—

午前９時30分～午後５時

※最終入館は午後４時30分まで

—休館日—

毎週月･火曜日、祝日の翌日

年末年始・メンテナンス休館

—常設展観覧料—

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円

※（） は20名以上の団体料金

—所在・お問合せ先—

〒988-0171

気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更と
なる場合があります。ご利用の際は事前にチ
ラシやホームページ等にてご確認ください。

令
和
４
年
度
後
期
の
催
事
紹
介

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

油彩
画

８
月

６
日
㊏
〜

８
月

28
日
㊐

９
月

22
日
㊍
〜
10
月

30
日
㊐

「薄日」＊　2000年／油彩、キャンバス／１4０0×800mm　＊薄雲越しに射す陽光のこと

油彩ならではの筆致で、穏やかな春の山里の風景が描かれています。

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し

た
よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
(
大
賞

=
２
万
円
分
、
優
秀
賞
=
５
千
円
分
)
や

図
書
カ
ー
ド
(
佳
作
=
千
円
分
)
が
贈
ら
れ

ま
す
。
８
月
末
か
ら
学
校
を
通
じ
て
作
品

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な

さ
ん
！
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
19
日
㊏
〜
12
月
25

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

第
７
回L

A
N

D
S

C
A

P
E

・of

・N.E
.

東
北
・北
海
道
の
風
景
と
私

〜
公
募
展
作
品
募
集

あ
な
た
の
風
景
残
し
ま
せ
ん
か
？

本
展
は
東
北･

北
海
道
の
日
常
的
風
景

を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
開
催
の
第
７
回

展
に
向
け
、
風
景
画
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
=
16
歳
以
上
、
東
北
・
北
海
道
在

住
・
出
身
の
方
(
経
歴
不
問
)
◆
応
募
締
切

=
11
月
11
日
(金
)◆
賞
金
=
最
優
秀
賞
50

万
円
ほ
か
◆
応
募
料
=
無
料
◆
作
品
規
格

=
10
〜
20
号
／
油
彩
・ア
ク
リ
ル
画

※

詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

方
舟
祭
(
は
こ
ぶ
ね
さ
い
)
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
絵
画
・
写

真
・
手
工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
等
の

発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
今

年
度
後
期
は
第
80
回
・
81
回
と
な
る
２
名

の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.

６

〜
出
品
作
品
募
集

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・生
活
文
化
を
【食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は
『
人
形
』

や
『変
身
』を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
に
言
葉
を
添
え
、
明

治
29
年
・
昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資

料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波

と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き

る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を

作
家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
７
日
〜
11
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・

ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
上
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き
ぞ
め

展
／
２
０
２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／
２
０

２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

展
／
２
０
２
３
年
２
月
中
旬
〜

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

共
催
展
覧
会
(予
定
)

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

津
波
の
災
害
史

ア
リ

美
ホームページＱＲコード

作
品
大
募
集
！

新
！
方
舟
祭
２
０
２
２

２
月

11
日
㊏
〜

３
月

19
日
㊐

齋
藤
大
悟 

展

写
真

　(秋
田
県
在
住
)

さ

　い

　
　と

　う

　
　
　
　だ

　い

　
　
　

 

ご

伏
見
恵
理
子
展

常
設
展

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

絵
画

　(宮
城
県
在
住
)

ふ

　し

　
　
　み
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vol.80vol.812023年

N
.E

.b
lo

o
d

 2
1

「渓」　　伏見恵理子／アクリル、キャンバス／２０２０年

／１０００×８０３mm／Photo by KOIWA Tsutomu

伏見さんは主に、下絵で描いた“絵の具のにじみや色

の混ざり”を大きなキャンバスに再現するという手法

で、風景などを描いています。綺麗な配色の作品を間

近でじっくりとご鑑賞下さい。

 

ご来館の皆様へ  
当館では新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施中です。ご来館の際はマスクの着用を必須とし、
検温・手指の消毒等にご協力ください。※マスクのない方は入館できませんのでご注意ください。

気仙沼つるし飾り愛好会 

 

宗苑社社中展

前回  （新！方舟祭2021）  の展示会場の様子
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令和３年度財政状況

歳　入

科　　　 目 予算現額

◎令和 3 年度（令和 4 年 5 月 31 日現在）の財政状況をお知らせします。

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合 計

1,760,039

3,573

10,909

1,032

18,566

16,529

2,158

1,812,806

収入済額

1,760,039

3,202

10,910

962

17,456

16,529

2,500

1,811,598

収入率

100.0%

89.6%

100.0%

93.2%

94.0%

100.0%

115.8%

99.9%

（単位：千円） 歳　出

科　　　 目 予算現額

議 会 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1,217

63,330

1,574,810

110,555

62,496

398

1,812,806

支出済額

616

59,609

1,548,618

106,798

62,356

0

1,777,997

執行率

50.6%

94.1%

98.3%

96.6%

99.8%

0.0%

98.1%

（単位：千円）

財産の状況

基　　　　金
252,011 千円

建　　　　物
12,131 ㎡

土　　　　地
28,173 ㎡

（令和4年3月31日現在）

繰入金
0.96%

繰越金
0.91%

県支出金
0.60%

その他
0.37%

歳 入（収入済額） 歳 出（支出済額）

教育費
6.01%

公債費
3.51%

総務費
3.35% 議会費

0.03%

消防費
87.10%

令和３年度主要事業

〇消防広報車及び可搬式動力消防ポンプ取得　

　　（古町出張所）

〇防災センター屋上防水改修工事

〇防災センター舗装改修工事

〇防災センター仮眠室修繕

4,542千円

4,840千円

3,045千円

2,200千円

〇消防吏員夏活動服取得

〇消防指令システム延命更新支援業務

〇「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家

　 紹介シリーズ 

〇東日本大震災発生10年特別企画展

　 「あの時、現在　そしてこれから」              

2,416千円

1,194千円

1,149千円

1,627千円

■公文書の公開請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

■自己情報の開示請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

令和３年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況
◎当組合では、保有する公文書などの 「情報公開」 や本人の求めに応じた 「自己情報開示」 を行っています。

◎令和 3 年度の状況は、公文書公開請求 5 件（前年度 7 件）、自己情報開示請求 1 件（前年度 1 件）でした。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
通
報
時
、
初

め
に
災
害
現
場
の
住
所
や
近
く
の
目
標
物

を
聞
き
、
災
害
現
場
を
特
定
し
た
段
階

で
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を

出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
は
出
動
隊

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
と
し

て
、
出
動
の
指
令
を
出
し
た
後
に
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
災
害
現
場
の
場
所
を
伝
え

た
後
も
落
ち
着
い
て
聞
か
れ
た
内
容
に
答

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１
１
９
番
通

報
時
、
電
子
地
図
を
利
用
し
て
災
害
現
場

を
特
定
し
て
い
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難

で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
、
出
張
所
へ
申
し
込

む
こ
と
で
電
子
地
図
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
万
が
一
の
時
に
備
え
、
左

記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
(
申
込
用
紙
は
当
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
)。

【対
象
】

平
成
31
年
３
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た

住
宅

気
仙
沼
市
・南
三
陸
町

　
　
　 05

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

06
救
急
車
の
要
請
に
つ
い
て

電
子
地
図
登
録
へ
の
御
協
力
の

お
願
い

自
宅
か
ら
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
場
合

に
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
物
が
あ
り

ま
す
。
保
険
証
、
お
薬
手
帳
な
ど
で
す
。
迅

速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
為
に
必
要
な
物
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

し
、
一
人
の
と
き
は
安
静
に
す
る
事
が
大

事
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
安
静
に
し
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
病
院
へ
持
っ
て
い
く
物
は
、

す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
ま
と
め
て
置
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

万
が
一
の
通
報
の
際
は
？

救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
方
へ
の

お
願
い

「
家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
け
ど
、
救

急
車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
の
か
な…

」

「
具
合
が
悪
い
け
ど
病
院
に
行
っ
た
方

が
良
い
の
か
な…

」

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？急

な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と
き
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
か
、
今
す
ぐ
に

病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
か
な
ど
、
判
断

に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談

窓
口
、
お
と
な
救
急
電
話
相
談
(
♯
７
１

１
９
)に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

こ
の
電
話
は
、
あ
く
ま
で
相
談
と
助
言

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

緊
急
、
重
症
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
迷

わ
ず
１
１
９
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
要
請
し
て
良
い
か

悩
む
と
き…

0

5

0
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0
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分担金及び負担金
97.16%

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.8.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.8.1



当
館
で
展
覧
会
「
佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

<
は
じ
ま
り
の
為
に
〜
絵
画
と
言
葉
の
水

平
へ
の
試
み
〜
>
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

今
か
ら
二
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
展
覧
会
で
は
、
美
術
家
=
佐
藤

健
吾
エ
リ
オ
氏
の
絵
画
と
併
せ
て
、
詩
人

=
高
橋
利
哉
氏
の
詩
、
さ
ら
に
シ
ナ
リ
オ

作
家
=
ま
な
べ
ゆ
き
こ
氏
の
小
説
を
並
列

に
展
示
し
、
絵
画
表
現
と
言
語
表
現
が
交

わ
る
場
を
創
出
し
た
実
験
的
な
展
覧
会
で

し
た
。

会
期
中
に
は
こ
の
３
名
の
作
家
を
講
師

に
、
写
真
と
言
葉
を
紡
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
私
の
風
景
と
物
語
」
を
開
催
し
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
佐
藤
氏
か
ら
は
作
品
の
寄

贈
、
当
館
の
開
館
10
周
年
記
念
展
へ
の
参

加
な
ど
、
当
館
事
業
に
幅
広
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
た
佐

藤
氏
は
、
平
成
19
(
２
０
０
７
)
年
に
、
北

海
道
河
西
郡
の
中
札
内
村
へ
移
住
し
ま
す
。

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

活
動
を
し
て
い
た
佐
藤
氏
で
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
前
年
に
あ
た
る
平
成
22

(２
０
１
０
)年
に
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
１
９
６
８
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
生
ま
れ
。
帰
国
後
、
幼
少
期
、
青

年
期
を
宮
城
県
石
巻
市
で
過
ご
し
、
東
京

芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
専
攻
を
卒
業

後
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

を
修
了
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
日
本

で
重
要
視
さ
れ
る
公
募
展
の
一
つ
、
日
動

画
廊
主
催
の
第
29
回
「
昭
和
会
展
」
で
「
昭

和
会
賞
(
最
高
賞
)
」
を
受
賞
す
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
た
作
家
で
す
。

近
年
、
佐
藤
氏
の
油
彩
画
を
中
心
と
し

た
作
品
群
が
、
一
括
で
当
館
へ
寄
託
さ
れ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
油
彩
画
を
中
心
に
作
品
約
45
点
を
展 

示
、
紹
介
し
ま
す
。
美
術
や
表
現
と
真
摯

に
向
き
合
っ
た
美
術
家
=
佐
藤
健
吾
エ
リ

オ
氏
。
そ
の
卓
越
し
た
技
術
と
繊
細
な
心

模
様
を
映
し
た
風
景
画
や
人
物
画
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。 

 

【観
覧
無
料
】

—開館時間—

午前９時30分～午後５時

※最終入館は午後４時30分まで

—休館日—

毎週月･火曜日、祝日の翌日

年末年始・メンテナンス休館

—常設展観覧料—

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円

※（） は20名以上の団体料金

—所在・お問合せ先—

〒988-0171

気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更と
なる場合があります。ご利用の際は事前にチ
ラシやホームページ等にてご確認ください。

令
和
４
年
度
後
期
の
催
事
紹
介

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

油彩
画

８
月

６
日
㊏
〜

８
月

28
日
㊐

９
月

22
日
㊍
〜
10
月

30
日
㊐

「薄日」＊　2000年／油彩、キャンバス／１4０0×800mm　＊薄雲越しに射す陽光のこと

油彩ならではの筆致で、穏やかな春の山里の風景が描かれています。

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し

た
よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
(
大
賞

=
２
万
円
分
、
優
秀
賞
=
５
千
円
分
)
や

図
書
カ
ー
ド
(
佳
作
=
千
円
分
)
が
贈
ら
れ

ま
す
。
８
月
末
か
ら
学
校
を
通
じ
て
作
品

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な

さ
ん
！
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
19
日
㊏
〜
12
月
25

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

第
７
回L

A
N

D
S

C
A

P
E

・of

・N.E
.

東
北
・北
海
道
の
風
景
と
私

〜
公
募
展
作
品
募
集

あ
な
た
の
風
景
残
し
ま
せ
ん
か
？

本
展
は
東
北･

北
海
道
の
日
常
的
風
景

を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
開
催
の
第
７
回

展
に
向
け
、
風
景
画
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
=
16
歳
以
上
、
東
北
・
北
海
道
在

住
・
出
身
の
方
(
経
歴
不
問
)
◆
応
募
締
切

=
11
月
11
日
(金
)◆
賞
金
=
最
優
秀
賞
50

万
円
ほ
か
◆
応
募
料
=
無
料
◆
作
品
規
格

=
10
〜
20
号
／
油
彩
・ア
ク
リ
ル
画

※

詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

方
舟
祭
(
は
こ
ぶ
ね
さ
い
)
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
絵
画
・
写

真
・
手
工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
等
の

発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
今

年
度
後
期
は
第
80
回
・
81
回
と
な
る
２
名

の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.

６

〜
出
品
作
品
募
集

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・生
活
文
化
を
【食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は
『
人
形
』

や
『変
身
』を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
に
言
葉
を
添
え
、
明

治
29
年
・
昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資

料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波

と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き

る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を

作
家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
７
日
〜
11
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・

ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
上
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き
ぞ
め

展
／
２
０
２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／
２
０

２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

展
／
２
０
２
３
年
２
月
中
旬
〜

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

共
催
展
覧
会
(予
定
)

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

津
波
の
災
害
史

ア
リ

美
ホームページＱＲコード

作
品
大
募
集
！

新
！
方
舟
祭
２
０
２
２

２
月

11
日
㊏
〜

３
月

19
日
㊐

齋
藤
大
悟 

展

写
真

　(秋
田
県
在
住
)

さ

　い

　
　と

　う

　
　
　
　だ

　い

　
　
　

 

ご

伏
見
恵
理
子
展

常
設
展

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

絵
画

　(宮
城
県
在
住
)

ふ

　し

　
　
　み
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「渓」　　伏見恵理子／アクリル、キャンバス／２０２０年

／１０００×８０３mm／Photo by KOIWA Tsutomu

伏見さんは主に、下絵で描いた“絵の具のにじみや色

の混ざり”を大きなキャンバスに再現するという手法

で、風景などを描いています。綺麗な配色の作品を間

近でじっくりとご鑑賞下さい。

 

ご来館の皆様へ  
当館では新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施中です。ご来館の際はマスクの着用を必須とし、
検温・手指の消毒等にご協力ください。※マスクのない方は入館できませんのでご注意ください。

気仙沼つるし飾り愛好会 

 

宗苑社社中展

前回  （新！方舟祭2021）  の展示会場の様子
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令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
場
合

は
、
次
の
３
つ
の
内
容
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

①
　
本
人
確
認
(※

)

②
　
使
用
目
的
の
確
認

③
　
販
売
記
録
の
作
成

(※

)
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
公
的
機
関
が

発
行
す
る
写
真
付
き
の
証
明
書
等
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
５
月
15
日
、
気
仙
沼

市
民
の
森
を
会
場
と
し
、
「
令
和

４
年
度
宮
城
県
林
野
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
林
野
火
災
の
特

殊
性
や
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
、

関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の

強
化
及
び
火
災
防
ぎ
ょ
技
術
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
、
大
規
模
な
林
野
火
災
を

想
定
し
、
県
内
外
か
ら
33
の
機

関
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
４
機
、
ド
ロ
ー

ン
１
機
、
車
両
57
台
、
約
２
８
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
管
内
で
は
平
成
14
年
の
旧

本
吉
町
以
来
、
20
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
想
定
さ
れ
る
災
害

に
対
し
、
現
場
指
揮
本
部
の
迅
速

な
判
断
と
的
確
な
指
揮
命
令
に

よ
っ
て
、
参
加
関
係
機
関
と
連
携

し
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
、
16
項

目
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
、
連
携
し
た
災
害

活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
皮
膚
か
ら
の
熱
が

逃
げ
に
く
く
な
り
、
体
温
調
節
が
し
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
暑
さ
を
避
け
、
水

分
を
摂
る
な
ど
の
「
熱
中
症
予
防
」
と
、
マ

ス
ク
、
換
気
な
ど
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

当
管
内
で
は
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
９

月
ま
で
熱
中
症
・
熱
中
症
疑
い
に
よ
る
救

急
搬
送
が
35
件
(
う
ち
３
件
重
症
)
あ
り
ま

し
た
。
年
代
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
搬
送
が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
感
染
対
策
と
熱
中
症
予
防
の
両

立
を
行
い
な
が
ら
、
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
性
が
高
く
、
静
電
気

の
火
花
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
小
さ
な
火
源

で
も
引
火
し
、
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
液
体

で
す
。
事
故
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

正
し
く
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

〇
季
節
を
問
わ
ず
直
射
日
光
の
当
た
る
場

所
に
は
置
か
ず
、
風
通
し
の
良
い
場
所

で
保
管
・使
用
す
る
こ
と
。

〇
使
用
時
は
、
周
り
に
火
源
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
機
械
器
具
等
の
エ
ン
ジ
ン

は
必
ず
停
止
す
る
こ
と
。

〇
人
体
に
蓄
積
し
て
い
る
静
電
気
に
注
意

す
る
こ
と
。

〇
携
行
缶
の
蓋
を
開
け
る
前
に
は
必
ず
エ

ア
抜
き
を
行
い
、
使
用
後
は
確
実
に
締

め
る
こ
と
。

〇
消
火
器
を
準
備
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

※

「
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
」
の
貯
蔵
と
運
搬

は
、
危
険
物
保
安
技
術
協
会
等
が
認
定

し
た
、
金
属
製
の
容
器
を
使
用
し
て
下

さ
い
。
油
種
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
「
ガ

ソ
リ
ン
」
、
「
軽
油
」
の
表
示
を
し
て
下
さ

い
！

１  屋外で人との十分な距離が確保  

できる場合はマスクをはずす

２  こまめな水分、塩分補給

３  暑い場所を避けて過ごす

４  日頃から体調管理

５  冷房を積極的に使用

01
宮
城
県
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

03
ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
！

02
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

コロナ禍での熱中症予防04
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
！

貯
蔵
・
取
扱
い
の
留
意
事
項

令
和
３
年
に
お
け
る
全
国
の
火
災
概
要

に
よ
る
と
、
住
宅
火
災
は
約
一
万
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
は
９
１
３
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
の
約
７
割
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
６
つ
の
対
策

１
　
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

２
　
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

３
　
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

４
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

５
　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
　
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う
。

ガ
ソ
リ
ン
を
悪
用
し
た
放
火
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら

取
り
組
む
べ
き
「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守

る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
対
策

当
管
内
の
熱
中
症
搬
送
状
況

ガ
ソ
リ
ン
容
器
の
詰
め
替
え
販

売
時
の
確
認
に
つ
い
て

住
宅
防
火
の
現
状

広域消防からのお知らせ

宮城県防災航空隊による散水

消防職員による消火活動

 

　
　
　
４
つ
の
習
慣

１
　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

２
　
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

３
　
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

４
　
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

ガソリンを携行缶で購入される皆様へ
本人確認等が義務付けられました。（令和2年2月1日施行）
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令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
場
合

は
、
次
の
３
つ
の
内
容
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

①
　
本
人
確
認
(※

)

②
　
使
用
目
的
の
確
認

③
　
販
売
記
録
の
作
成

(※
)
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
公
的
機
関
が

発
行
す
る
写
真
付
き
の
証
明
書
等
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
５
月
15
日
、
気
仙
沼

市
民
の
森
を
会
場
と
し
、
「
令
和

４
年
度
宮
城
県
林
野
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
林
野
火
災
の
特

殊
性
や
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
、

関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
の

強
化
及
び
火
災
防
ぎ
ょ
技
術
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
、
大
規
模
な
林
野
火
災
を

想
定
し
、
県
内
外
か
ら
33
の
機

関
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
４
機
、
ド
ロ
ー

ン
１
機
、
車
両
57
台
、
約
２
８
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
管
内
で
は
平
成
14
年
の
旧

本
吉
町
以
来
、
20
年
ぶ
り
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
想
定
さ
れ
る
災
害

に
対
し
、
現
場
指
揮
本
部
の
迅
速

な
判
断
と
的
確
な
指
揮
命
令
に

よ
っ
て
、
参
加
関
係
機
関
と
連
携

し
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
、
16
項

目
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
大
規
模
災

害
時
に
お
い
て
、
連
携
し
た
災
害

活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ

り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
皮
膚
か
ら
の
熱
が

逃
げ
に
く
く
な
り
、
体
温
調
節
が
し
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
暑
さ
を
避
け
、
水

分
を
摂
る
な
ど
の
「
熱
中
症
予
防
」
と
、
マ

ス
ク
、
換
気
な
ど
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

当
管
内
で
は
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
９

月
ま
で
熱
中
症
・
熱
中
症
疑
い
に
よ
る
救

急
搬
送
が
35
件
(
う
ち
３
件
重
症
)
あ
り
ま

し
た
。
年
代
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
搬
送
が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
感
染
対
策
と
熱
中
症
予
防
の
両

立
を
行
い
な
が
ら
、
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
性
が
高
く
、
静
電
気

の
火
花
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
小
さ
な
火
源

で
も
引
火
し
、
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
液
体

で
す
。
事
故
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

正
し
く
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

〇
季
節
を
問
わ
ず
直
射
日
光
の
当
た
る
場

所
に
は
置
か
ず
、
風
通
し
の
良
い
場
所

で
保
管
・使
用
す
る
こ
と
。

〇
使
用
時
は
、
周
り
に
火
源
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
機
械
器
具
等
の
エ
ン
ジ
ン

は
必
ず
停
止
す
る
こ
と
。

〇
人
体
に
蓄
積
し
て
い
る
静
電
気
に
注
意

す
る
こ
と
。

〇
携
行
缶
の
蓋
を
開
け
る
前
に
は
必
ず
エ

ア
抜
き
を
行
い
、
使
用
後
は
確
実
に
締

め
る
こ
と
。

〇
消
火
器
を
準
備
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

※

「
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
」
の
貯
蔵
と
運
搬

は
、
危
険
物
保
安
技
術
協
会
等
が
認
定

し
た
、
金
属
製
の
容
器
を
使
用
し
て
下

さ
い
。
油
種
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
「
ガ

ソ
リ
ン
」
、
「
軽
油
」
の
表
示
を
し
て
下
さ

い
！

１  屋外で人との十分な距離が確保  

できる場合はマスクをはずす

２  こまめな水分、塩分補給

３  暑い場所を避けて過ごす

４  日頃から体調管理

５  冷房を積極的に使用

01
宮
城
県
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

03
ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
！

02
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

コロナ禍での熱中症予防04
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
！

貯
蔵
・
取
扱
い
の
留
意
事
項

令
和
３
年
に
お
け
る
全
国
の
火
災
概
要

に
よ
る
と
、
住
宅
火
災
は
約
一
万
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
は
９
１
３
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
の
約
７
割
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
６
つ
の
対
策

１
　
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

２
　
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

３
　
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

４
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方

を
確
認
し
て
お
く
。

５
　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
　
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う
。

ガ
ソ
リ
ン
を
悪
用
し
た
放
火
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら

取
り
組
む
べ
き
「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守

る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
熱
中
症
対
策

当
管
内
の
熱
中
症
搬
送
状
況

ガ
ソ
リ
ン
容
器
の
詰
め
替
え
販

売
時
の
確
認
に
つ
い
て

住
宅
防
火
の
現
状

広域消防からのお知らせ

宮城県防災航空隊による散水

消防職員による消火活動

 

　
　
　
４
つ
の
習
慣

１
　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

２
　
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

３
　
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。

４
　
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

ガソリンを携行缶で購入される皆様へ
本人確認等が義務付けられました。（令和2年2月1日施行）

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.8.1 広報「けせんぬま・もとよし広域」2022.8.1



当
館
で
展
覧
会
「
佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

<
は
じ
ま
り
の
為
に
〜
絵
画
と
言
葉
の
水

平
へ
の
試
み
〜
>
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、

今
か
ら
二
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
展
覧
会
で
は
、
美
術
家
=
佐
藤

健
吾
エ
リ
オ
氏
の
絵
画
と
併
せ
て
、
詩
人

=
高
橋
利
哉
氏
の
詩
、
さ
ら
に
シ
ナ
リ
オ

作
家
=
ま
な
べ
ゆ
き
こ
氏
の
小
説
を
並
列

に
展
示
し
、
絵
画
表
現
と
言
語
表
現
が
交

わ
る
場
を
創
出
し
た
実
験
的
な
展
覧
会
で

し
た
。

会
期
中
に
は
こ
の
３
名
の
作
家
を
講
師

に
、
写
真
と
言
葉
を
紡
ぐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
私
の
風
景
と
物
語
」
を
開
催
し
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
佐
藤
氏
か
ら
は
作
品
の
寄

贈
、
当
館
の
開
館
10
周
年
記
念
展
へ
の
参

加
な
ど
、
当
館
事
業
に
幅
広
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
い
た
佐

藤
氏
は
、
平
成
19
(
２
０
０
７
)
年
に
、
北

海
道
河
西
郡
の
中
札
内
村
へ
移
住
し
ま
す
。

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
地
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

活
動
を
し
て
い
た
佐
藤
氏
で
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
前
年
に
あ
た
る
平
成
22

(２
０
１
０
)年
に
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
、
１
９
６
８
年
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
生
ま
れ
。
帰
国
後
、
幼
少
期
、
青

年
期
を
宮
城
県
石
巻
市
で
過
ご
し
、
東
京

芸
術
大
学
美
術
学
部
油
画
専
攻
を
卒
業

後
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

を
修
了
し
ま
し
た
。
平
成
６
年
に
は
日
本

で
重
要
視
さ
れ
る
公
募
展
の
一
つ
、
日
動

画
廊
主
催
の
第
29
回
「
昭
和
会
展
」
で
「
昭

和
会
賞
(
最
高
賞
)
」
を
受
賞
す
る
な
ど
高

い
評
価
を
受
け
た
作
家
で
す
。

近
年
、
佐
藤
氏
の
油
彩
画
を
中
心
と
し

た
作
品
群
が
、
一
括
で
当
館
へ
寄
託
さ
れ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
油
彩
画
を
中
心
に
作
品
約
45
点
を
展 

示
、
紹
介
し
ま
す
。
美
術
や
表
現
と
真
摯

に
向
き
合
っ
た
美
術
家
=
佐
藤
健
吾
エ
リ

オ
氏
。
そ
の
卓
越
し
た
技
術
と
繊
細
な
心

模
様
を
映
し
た
風
景
画
や
人
物
画
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。 

 

【観
覧
無
料
】

—開館時間—

午前９時30分～午後５時

※最終入館は午後４時30分まで

—休館日—

毎週月･火曜日、祝日の翌日

年末年始・メンテナンス休館

—常設展観覧料—

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円

※（） は20名以上の団体料金

—所在・お問合せ先—

〒988-0171

気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会期等の記載内容は都合により変更と
なる場合があります。ご利用の際は事前にチ
ラシやホームページ等にてご確認ください。

令
和
４
年
度
後
期
の
催
事
紹
介

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

佐
藤
健
吾
エ
リ
オ
展

油彩
画

８
月

６
日
㊏
〜

８
月

28
日
㊐

９
月

22
日
㊍
〜
10
月

30
日
㊐

「薄日」＊　2000年／油彩、キャンバス／１4０0×800mm　＊薄雲越しに射す陽光のこと

油彩ならではの筆致で、穏やかな春の山里の風景が描かれています。

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し

た
よ
」
。
入
賞
者
に
は
地
域
商
品
券
(
大
賞

=
２
万
円
分
、
優
秀
賞
=
５
千
円
分
)
や

図
書
カ
ー
ド
(
佳
作
=
千
円
分
)
が
贈
ら
れ

ま
す
。
８
月
末
か
ら
学
校
を
通
じ
て
作
品

を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
小
学
生
の
み
な

さ
ん
！
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
19
日
㊏
〜
12
月
25

日
㊐
で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

第
７
回L

A
N

D
S

C
A

P
E

・of

・N.E
.

東
北
・北
海
道
の
風
景
と
私

〜
公
募
展
作
品
募
集

あ
な
た
の
風
景
残
し
ま
せ
ん
か
？

本
展
は
東
北･

北
海
道
の
日
常
的
風
景

を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
開
催
の
第
７
回

展
に
向
け
、
風
景
画
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
=
16
歳
以
上
、
東
北
・
北
海
道
在

住
・
出
身
の
方
(
経
歴
不
問
)
◆
応
募
締
切

=
11
月
11
日
(金
)◆
賞
金
=
最
優
秀
賞
50

万
円
ほ
か
◆
応
募
料
=
無
料
◆
作
品
規
格

=
10
〜
20
号
／
油
彩
・ア
ク
リ
ル
画

※

詳
細
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

方
舟
祭
(
は
こ
ぶ
ね
さ
い
)
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
絵
画
・
写

真
・
手
工
芸
等
の
展
示
や
楽
器
演
奏
等
の

発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【無
料
】

本
展
は
東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作

家
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
で
す
。
今

年
度
後
期
は
第
80
回
・
81
回
と
な
る
２
名

の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。 

【観
覧
無
料
】

※

先
着
順
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア

　

 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.

６

〜
出
品
作
品
募
集

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・生
活
文
化
を
【食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は
『
人
形
』

や
『変
身
』を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

と
収
集
し
た
被
災
物
に
言
葉
を
添
え
、
明

治
29
年
・
昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の
資

料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
津
波

と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生
き

る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を

作
家
紹
介
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

●
け
せ
も
い
展
／
９
月
７
日
〜
11
日

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品
展
・

ユ
ネ
ス
コ
児
童
画
展
／
11
月
上
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き
ぞ
め

展
／
２
０
２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／
２
０

２
３
年
１
月
下
旬

●
気
仙
沼
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

展
／
２
０
２
３
年
２
月
中
旬
〜

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

共
催
展
覧
会
(予
定
)

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と

津
波
の
災
害
史

ア
リ

美
ホームページＱＲコード

作
品
大
募
集
！

新
！
方
舟
祭
２
０
２
２

２
月

11
日
㊏
〜

３
月

19
日
㊐

齋
藤
大
悟 

展

写
真

　(秋
田
県
在
住
)

さ

　い

　
　と

　う

　
　
　
　だ

　い

　
　
　

 

ご

伏
見
恵
理
子
展

常
設
展

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

絵
画

　(宮
城
県
在
住
)

ふ

　し

　
　
　み

　
　
　
　
　

 

え

　
　
　
　
　り

　
　
　
　
　こ
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「渓」　　伏見恵理子／アクリル、キャンバス／２０２０年

／１０００×８０３mm／Photo by KOIWA Tsutomu

伏見さんは主に、下絵で描いた“絵の具のにじみや色

の混ざり”を大きなキャンバスに再現するという手法

で、風景などを描いています。綺麗な配色の作品を間

近でじっくりとご鑑賞下さい。

 

ご来館の皆様へ  
当館では新型コロナウイルス感染拡大防止策を実施中です。ご来館の際はマスクの着用を必須とし、
検温・手指の消毒等にご協力ください。※マスクのない方は入館できませんのでご注意ください。

気仙沼つるし飾り愛好会 

 

宗苑社社中展

前回  （新！方舟祭2021）  の展示会場の様子
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令和３年度財政状況

歳　入

科　　　 目 予算現額

◎令和 3 年度（令和 4 年 5 月 31 日現在）の財政状況をお知らせします。

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合 計

1,760,039

3,573

10,909

1,032

18,566

16,529

2,158

1,812,806

収入済額

1,760,039

3,202

10,910

962

17,456

16,529

2,500

1,811,598

収入率

100.0%

89.6%

100.0%

93.2%

94.0%

100.0%

115.8%

99.9%

（単位：千円） 歳　出

科　　　 目 予算現額

議 会 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1,217

63,330

1,574,810

110,555

62,496

398

1,812,806

支出済額

616

59,609

1,548,618

106,798

62,356

0

1,777,997

執行率

50.6%

94.1%

98.3%

96.6%

99.8%

0.0%

98.1%

（単位：千円）

財産の状況

基　　　　金
252,011 千円

建　　　　物
12,131 ㎡

土　　　　地
28,173 ㎡

（令和4年3月31日現在）

繰入金
0.96%

繰越金
0.91%

県支出金
0.60%

その他
0.37%

歳 入（収入済額） 歳 出（支出済額）

教育費
6.01%

公債費
3.51%

総務費
3.35% 議会費

0.03%

消防費
87.10%

令和３年度主要事業

〇消防広報車及び可搬式動力消防ポンプ取得　

　　（古町出張所）

〇防災センター屋上防水改修工事

〇防災センター舗装改修工事

〇防災センター仮眠室修繕

4,542千円

4,840千円

3,045千円

2,200千円

〇消防吏員夏活動服取得

〇消防指令システム延命更新支援業務

〇「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家

　 紹介シリーズ 

〇東日本大震災発生10年特別企画展

　 「あの時、現在　そしてこれから」              

2,416千円

1,194千円

1,149千円

1,627千円

■公文書の公開請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

■自己情報の開示請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

令和３年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況
◎当組合では、保有する公文書などの 「情報公開」 や本人の求めに応じた 「自己情報開示」 を行っています。

◎令和 3 年度の状況は、公文書公開請求 5 件（前年度 7 件）、自己情報開示請求 1 件（前年度 1 件）でした。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
通
報
時
、
初

め
に
災
害
現
場
の
住
所
や
近
く
の
目
標
物

を
聞
き
、
災
害
現
場
を
特
定
し
た
段
階

で
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を

出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
は
出
動
隊

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
と
し

て
、
出
動
の
指
令
を
出
し
た
後
に
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
災
害
現
場
の
場
所
を
伝
え

た
後
も
落
ち
着
い
て
聞
か
れ
た
内
容
に
答

え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
１
１
９
番
通

報
時
、
電
子
地
図
を
利
用
し
て
災
害
現
場

を
特
定
し
て
い
ま
す
。

新
築
住
宅
は
電
子
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難

で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
、
出
張
所
へ
申
し
込

む
こ
と
で
電
子
地
図
に
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
万
が
一
の
時
に
備
え
、
左

記
対
象
の
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
(
申
込
用
紙
は
当
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
)。

【対
象
】

平
成
31
年
３
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た

住
宅

気
仙
沼
市
・南
三
陸
町

　
　
　 05

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

06
救
急
車
の
要
請
に
つ
い
て

電
子
地
図
登
録
へ
の
御
協
力
の

お
願
い

自
宅
か
ら
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
場
合

に
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間

に
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
物
が
あ
り

ま
す
。
保
険
証
、
お
薬
手
帳
な
ど
で
す
。
迅

速
に
病
院
へ
搬
送
す
る
為
に
必
要
な
物
で

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ

し
、
一
人
の
と
き
は
安
静
に
す
る
事
が
大

事
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
安
静
に
し
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
病
院
へ
持
っ
て
い
く
物
は
、

す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
ま
と
め
て
置
く

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

万
が
一
の
通
報
の
際
は
？

救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
方
へ
の

お
願
い

「
家
族
の
様
子
が
お
か
し
い
け
ど
、
救

急
車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
の
か
な…

」

「
具
合
が
悪
い
け
ど
病
院
に
行
っ
た
方

が
良
い
の
か
な…

」

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？急

な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と
き
、
救
急

車
を
要
請
し
た
方
が
良
い
か
、
今
す
ぐ
に

病
院
に
行
っ
た
方
が
良
い
か
な
ど
、
判
断

に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談

窓
口
、
お
と
な
救
急
電
話
相
談
(
♯
７
１

１
９
)に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

こ
の
電
話
は
、
あ
く
ま
で
相
談
と
助
言

を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

緊
急
、
重
症
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
迷

わ
ず
１
１
９
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
要
請
し
て
良
い
か

悩
む
と
き…
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令和３年度財政状況

歳　入

科　　　 目 予算現額

◎令和 3 年度（令和 4 年 5 月 31 日現在）の財政状況をお知らせします。

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

合 計

1,760,039

3,573

10,909

1,032

18,566

16,529

2,158

1,812,806

収入済額

1,760,039

3,202

10,910

962

17,456

16,529

2,500

1,811,598

収入率

100.0%

89.6%

100.0%

93.2%

94.0%

100.0%

115.8%

99.9%

（単位：千円） 歳　出

科　　　 目 予算現額

議 会 費

総 務 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1,217

63,330

1,574,810

110,555

62,496

398

1,812,806

支出済額

616

59,609

1,548,618

106,798

62,356

0

1,777,997

執行率

50.6%

94.1%

98.3%

96.6%

99.8%

0.0%

98.1%

（単位：千円）

財産の状況

基　　　　金
252,011 千円

建　　　　物
12,131 ㎡

土　　　　地
28,173 ㎡

（令和4年3月31日現在）

繰入金
0.96%

繰越金
0.91%

県支出金
0.60%

その他
0.37%

歳 入（収入済額） 歳 出（支出済額）

教育費
6.01%

公債費
3.51%

総務費
3.35% 議会費

0.03%

消防費
87.10%

令和３年度主要事業

〇消防広報車及び可搬式動力消防ポンプ取得　

　　（古町出張所）

〇防災センター屋上防水改修工事

〇防災センター舗装改修工事

〇防災センター仮眠室修繕

4,542千円

4,840千円

3,045千円

2,200千円

〇消防吏員夏活動服取得

〇消防指令システム延命更新支援業務

〇「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家

　 紹介シリーズ 

〇東日本大震災発生10年特別企画展

　 「あの時、現在　そしてこれから」              

2,416千円

1,194千円

1,149千円

1,627千円

■公文書の公開請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

■自己情報の開示請求件数と処理状況

公開 部分公開 非公開 処理中
実施期間

管理者

消防長

教育長

議会

計

請求件数
処理状況

令和３年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況
◎当組合では、保有する公文書などの 「情報公開」 や本人の求めに応じた 「自己情報開示」 を行っています。

◎令和 3 年度の状況は、公文書公開請求 5 件（前年度 7 件）、自己情報開示請求 1 件（前年度 1 件）でした。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
通
報
時
、
初

め
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災
害
現
場
の
住
所
や
近
く
の
目
標
物

を
聞
き
、
災
害
現
場
を
特
定
し
た
段
階

で
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
出
動
の
指
令
を

出
し
ま
す
。
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指
令
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を
伝
え

た
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落
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聞
か
れ
た
内
容
に
答

え
て
い
た
だ
く
よ
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願
い
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ま
す
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令
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に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
災
害
現
場
の
特
定
が
困
難

で
現
場
到
着
が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
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、
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へ
申
し
込

む
こ
と
で
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に
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で
万
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一
の
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、
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記
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の
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は
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協
力
を
お
願
い
し
ま

す
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用
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は
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本
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の
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と
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る
と
思
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ま
す
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ら
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を
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る
こ
と
が
で
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る
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談
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口
、
お
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な
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相
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(
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)に
ご
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く
だ
さ
い
。
　

こ
の
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は
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く
ま
で
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と
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を
目
的
と
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る
も
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で
す
。
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前回（第6回） 【最優秀賞】 『日本一を目指して』 村上 淳さん（気仙沼市）

応募期間

●2022年10月3日～2023年１月10日
※当日必着。閉庁日（土・日・祝日）を除く。

賞
●最優秀賞―１点（賞状・賞金3万円）
●優秀賞―２点（賞状・賞金1万円）
●佳作―10点（賞状）
●賞候補―15点以内 ※美術館にて展示

審査
●審査員＝プロカメラマン１名ほか

●審査発表予定日＝2023年1月下旬
※入賞者に直接通知します。
※表彰式も同時期に行う予定です。

～お問い合わせ先～
気仙沼･本吉地域広域行政事務組合事務局 行政係
〒988-0104
宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
電話：0226-22-9111 FAX：0226-22-8008
メールアドレス：kouiki@km-fire.jp

サイズ

●Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
※応募作品は、2022年１月以降に気仙沼市・南三陸町
内で撮影された未発表作品に限ります。 (１人３点まで）

（広報誌掲載補助金事業）

◎リアス・アーク美術館の催し物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❷

◎広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❹

◎令和３年度財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・❼

◎第７回気仙沼・南三陸フォトコンテストの募集・・・・・❽

Kesennuma・Motoyoshi Wide Area Administrative Association

令和４年度宮城県林野火災防ぎょ訓練

記事は❹ページに掲載

空中消火訓練

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合（気仙沼市赤岩五駄鱈 43 番地２） ＴＥＬ／0226-22-9111

発煙筒を利用し、臨場感を演出

現場指揮本部設置訓練残火処理・残火確認訓練

テーマ

“未来に残したい､私たちの今

気仙沼市･南三陸町の自然・街並み・年中

行事・生活などを対象として、未来に残

したい私たちの“今”を写した写真作品

を募集します。誰でも応募できますので

奮ってご応募ください。

””

テーマテーマ

““未来に残したい未来に残したい､､私たちの今私たちの今

気仙沼市気仙沼市･･南三陸町の自然南三陸町の自然・・街並み街並み・・年中年中

行事行事・・生活などを対象として生活などを対象として、、未来に残未来に残

したい私たちのしたい私たちの““今今””を写した写真作品を写した写真作品

を募集しますを募集します。。誰でも応募できますので誰でも応募できますので

奮ってご応募ください奮ってご応募ください。。

令和４年度

広域組合職員採用試験のご案内

受付期間／８月１日（月）～9月14日（水）

試験区分／上級試験（大卒程度）

職種・採用予定人数／行政職・若干名

受験資格／平成４年４月２日～

平成１３年４月１日生まれの方

一次試験科目／①教養試験 ②性格特性検査

※二次試験の詳細は一次試験合格者に通知します。

試験日・会場／10月１6日（日）

気仙沼・本吉広域防災センター 組合公式サイト

申込方法／組合公式サイトに掲載の申込用紙または組
合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸町

役場総務課、各消防署に備え付けの申込用
紙に記入し、下記まで郵送または持参して

ください。

問い合わせ先／事務局 行政係

☎22-9111

申 込 先／〒988-0104
気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局
※持参の場合は受付期間内（土日祝日を除く）の

午前８時30分から午後５時15分までとなります。

炊出し訓練 
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